










■
老
後
の
不
安

65
歳
以
上
の
単
独
冊
帯
や
65
歳
以
上
の
夫
婦

の
み
の
世
帯
が
増
加
を
続
け、

そ
れ
ぞ
れ
が
冊
帯

数
の
約
1
割
を
占
め
る
状
況
も
生
じ
て
い
る
中

で、

高
齢
者
は
ど
の
よ
う
な
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と、

不
安
を
感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か。

横
浜
市
民
意
識
調
在
の
結
果
に
よ
る
と、

70
歳

以
上
の
7
割
弱
が
「
自
分
の
病
気
や
健
康、

老
後

の
こ
と」

を
挙
げ、

「
家
族
の
病
気
や
健
康、

生＇
日
常
生
活
の
中
で
の
冦
躍ク

⑤

老
後
の
不
安
と
理
想
と
す
る

老
後
の
暮
ら
し

望
む
介
護
と
し
て
「
家
族
に
依
存
せ
ず
に
生
活
が

で
き
る
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
自
宅
で

介
護
を
受
け
た
い」
が
最
も
多
く、
80
歳
以
上
で
は、

「
自
宅
で
家
族
中
心
に
介
護
を
受
け
た
い」
が
一

番
多
く
な
っ
て
い
ま
す。
な
お、
望
む
介
護
の
姿
に

つ
い
て
は、
男
女
で
違
い
が
あ
る
よ
う
で
す。
女
性

は
男
性
に
比
べ
て
家
族
に
依
存
し
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
の
傾
向
が
よ
り
見
ら
れ
る
の
に
対
し、
男
性
は

女
性
に

比べ
て
自
宅
で
家
族
か
ら
介
護
を
受
け
た

い
と
い
う
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す（
図
7
)
。

内
閣
府
の
高
齢
者
の
健
康
に
関
す
る
調
査
の
結

果
に
お
い
て
も、
「
必
要
に
な
っ
た
場
合
の
介
護
を

依
頼
し
た
い
人」
と
し
て、
女
性
は
「
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
人」
を
挙
げ
る
人
が
多
く、
男
性
は

半
数
以
上
の
人
が「
配
偶
者」
を
挙
げ
て
い
ま
す。

図BJ 心配ことや困りこと上位 3 項目（回答は 3 つまで）
資料：平成29年度横浜市民意識調査（横浜市政策局）
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自分の病気や健康、老後のこと

自分の病気や健康、老後のこと

60代

50代

40代

30代

18~29歳

68.8%家族の病気や健康、生活上の問題 38.4%景気や生活費のこと

59.2%家族の病気や健康、生活上の問題 39.5%景気や生活費のこと

56.5%家族の病気や健康、生活上の問題 46.8%景気や生活費のこと

44.7%家族の病気や健康、生活上の問題 39.7%子どもの保育や教育のこと

35.3%家族の病気や健康、生活上の問題 31.6%子どもの保育や教育のこと

家族の病気や健康、生活上の問題 28.6%仕事や職場のこと 27.8% 自分の病気や健康、老後のこと
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活
上
の
問
題」

が
続
い
て
い
ま
す
（
図
8
)

ま
た、

内
閣
府
の
高
齢
社
会
に
関
す
る
意
識

調
査
で
は、

回
答
の
選
択
肢
は
異
な
り
ま
す
が、

や
は
り
老
後
の
不
安
の
ト
ッ
プ
は
「
健
康
上
の
問

題」
で、

以
下、

「
経
済
上
の
問
題」
、

「
生
き ゜

図9J老後の不安(40歳以上・回答は 3 つまで）［全国］
資料：平成28年度高齢社会に関する意識調査（内閣府）
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73.6% 

60.9% 

23.1% 

が
い
の
問
題」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
9
)

。

年
齢
階
層
別
に
見
る
と、

「
健
康
上
の
間
題」
は

40
代
か
ら
80
歳
以
上
ま
で
の
す
べ
て
の
年
齢
に
お

い
て
70
％
以
上
で
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が、

「
経
済
上
の
問
題」
は
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
割
合

は
低
く、

「
大
き
な
不
安
は
な
い
」
と
い
う
人
の

割
合
は
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
高
く
な
る
傾
向

に
あ
り
ま
す。

反
対
に、

「
生
き
が
い
の
問
題」

を
不
安
な
こ
と
と
し
て
挙
げ
る
人
は
50
代
か
ら
70

代
に
か
け
て
増
加
し
て
お
り、

老
後
の
生
き
が

い、

や
り
が
い、

楽
し
み
を
見
い
出
す
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す。
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